
透過樹脂材同士のレーザ樹脂溶着技術
片側の透過樹脂表面に凹凸状態を形成することによって、吸収剤を使用することなく透過樹脂材同士のレーザ溶着が可能

光弾性法を利用した応力モニタリング技術
レーザ樹脂溶着における溶着部の応力状態を光弾性法を応用しモニタリングが可能

主な特長
● 同軸CCDカメラとの互換性　　
● コンパクト　　
● レーザ光学系への取付容易
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透過樹脂材同士の溶着結果

接着剤や材料への吸収材添加が不要！！

レーザ光を透過樹脂間（A-B）
の界面に照射

レーザ光は透過材料Aを透過

凹凸状態を形成した透過樹脂B表面
でレーザ光が吸収、発熱・溶融

熱伝導により透過樹脂Aの
界面部も発熱・溶融

界面で融合・融着

原　理

加圧密着
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透過樹脂A

透過樹脂B

透過樹脂A
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凹凸を形成

片側の透過樹脂表面に凹凸状態を形成



積層透過樹脂材同士のレーザ樹脂溶着技術
レーザ透過樹脂接合技術を利用することにより、複数層のレーザ樹脂接合が可能に！！
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PMMAの4層接合

界面で融合・融着

熱伝導により透過樹脂Aの
界面部も発熱・溶融

凹凸状態を形成した透過樹脂B表面
でレーザ光が吸収、発熱・溶融

次層にレーザ光が透過・吸収・溶着

溶融部がレーザ光を
透過させる状態に変化

レーザ光は透過材料Aを透過

レーザ光を透過樹脂間（A-B）
の界面に照射

原　理
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透過樹脂B
凹凸を形成

片側の透過樹脂表面に凹凸状態を形成

透過樹脂C

既存技術では不可能であった、
球状/多層一括接合などが実現可能
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